
内容物の確認
御使用前に，この安全上のご注意をよくお読みの上、正しくお使い下さい。 　箱の中には下記の内容が入って下ります。御確認下さい。

この取扱説明書には，お使いになる方や他の人への危害と財産の損害を未然に防ぎ， １．輝スター本体 １台 ２．１００V用ＡＣ充電器 １台

安全に正しくお使いいただく為に，重要な内容を記載しています。 ３．専用トグルﾋﾟﾝ ２本 ４．取扱説明書/保証書 １枚

■電池について

　･本品から電池を取り外した場合は，電池は小さなお子様の手の届かない場所に保管して下さい。

　　謝って電池を飲むことがないようにご注意下さい。万一飲み込んだ場合には，直ちに医師にご相談下

　　さい。

　･電池を直接充電したり，分解しないで下さい。又加熱したり火の中に入れたりしないで下さい。

　　破裂、発熱、発火の恐れがあります。

　･電池は、取り付けられているコネクター以外での接続、取付はお止め下さい。故障の原因と成ります。

　･指定の電池以外は使用しないで下さい。

　･本器を長時間使用しない時でも、バッテリー保護の目的で半年に１回程度の充電をして下さい。

　･１年以上の長期間使用しない時は念のため、電池コネクターを外して下さい。故障の原因と成ります。

　･煙が出ている，変な匂いがするなど，異常の場合は直ぐスイッチを切るか，電池を取り出して下さい。 充電
　　そのまま使用すると、発熱、発火の原因と成ります。

　･本品、電池を破棄する際は，お住まいの地域の廃棄基準に従って処理する様にお願いいたします。 １．充電器差し込み口のカバーを開け、穴あきプラグ部が差し込み口に入った事を確認し、

■電池パック ACプラグをコンセントに差し込んで下さい。

　･故障の原因に繋がりますので、電池パックを基本的には開けない様にお願いします。もし電池パック ２．充電は自動的に開始されます。

　　を開ける場合には、防水パッキンなど傷つけないで下さい。水漏れなどによる故障の原因と成ります。

　･本体後部の電池パック内部には、電池の他に制御回路基板が設置されております。この基板を直接 　①バッテリー満充電時 ：インジケーターランプが赤点灯に変わります。

　　触れたり，分解しないで下さい。故障の原因と成ります。 　②バッテリー充電時 ：インジケーターランプが赤点滅します。

　・電池パック内に水や異物を入れないで下さい。故障、発熱･発火の原因と成ります。 　③照明作動中 ：インジケーターがオフします。

　④バッテリー空時 ：インジケーターが赤点滅し、数分後で自動的に消灯します。

　　による故障の原因と成ります。

■充電器 バッテリーコネクター
　･専用の充電器以外での充電は行わないで下さい。故障、発熱･発火の原因と成ります。 １．本体後部バッテリーカバーの4カ所のネジをドライバーで外して下さい。

　･充電中、充電器から煙が出ている，変な匂いがするなど、異常の場合は充電器を外すなど早急に充 ２．パッキンなどに注意しながらカバーを開けて下さい。

　　電を止めて下さい。そのまま使用すると発熱、発火などの原因と成ります。 爪 ３．接続コネクターの爪又はピンを押しながら、抜いて下さい。

　･充電中以外では、充電部のキャップをして下さい。水や埃などが入ると、故障の原因と成ります。 又はピン(機種 ４．固定インシュロックを切って、バッテリーを外して下さい。

■発光部 コネクター によって異なり ５．新しいバッテリーをケースにインシュロック等で固定して下さい。

　･発光部のガラスなどを強く押さえたり，強いショックを与えないで下さい。ガラスですので割れる可能性 ます。） 6．コネクター同士を接続して下さい。

　　がございます。 7．パッキンに気をつけながらカバーを閉じ、ネジを締めて下さい。

　･発光部のガラスなどを外したり、破損した状態での御使用は絶対に行わないで下さい。 8．電源スイッチを押し、照明が付くかどうか確認して下さい。

　･発光中、発光部を直接見ない様にして下さい。目がくらみ、事故やケガの原因と成ります。 インシュロック ※バッテリーのメーカー保証標準寿命は2年間又は500回充放電です。

■角度用ネジ部は、工具等で締め付けると、ネジの破損などに繋がりますので、手で締めて下さい。 ※バッテリーは機種によって写真と異なることがあります。

■本品を修理･改造しないで下さい。発熱・発火したり，以上作動してケガをする事があります。 バッテリー ※バッテリーコネクターは機種によって異なる事があります。

■落としたり，強くぶつけたりしないで下さい．故障･破損･ケガの原因と成ります。 その他
■本品を水中に入れたり，水中内で御使用しないで下さい。又、お手入れの際はシンナー･アルコール類 １．使用環境 ①保管温度 －２０℃～５０℃ ②動作温度 －２０℃～５０℃

　　は使用しないで下さい。故障の原因と成ります。 ③充電温度 　　０℃～４５℃

■極端な温度変化のあるところでの御使用はお避け下さい。 ２．生産国 中国

３．バッテリー交換が旨くできない時は、無理をせず、当社にお問い合わせ下さい。

ON/OFF　スイッチ

充電部

　･開けた電池パックを閉める際には防水パッキンなどを挟んだり，外したりしないで下さい。水漏れなど

専用トグルﾋﾟﾝバッテリーインジケーター
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